
平成™›年š月š—日 金曜日 第œ��—号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
五
十
二
号

肉
用
子
牛
生
産
安
定
等
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
二
十
四
年
度
の
肉
用
子
牛
の
保
証
基
準
価
格
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示

す
る
。平

成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

肉
用
子
牛
の
保
証
基
準
価
格
は
、
次
に
掲
げ
る
額
（
消
費
税
額
分
を
含
む
。）と
す
る
。

品

種

保

証

基

準

価

格

黒
毛
和
種

一
頭
に
つ
き
、
三
一
〇
、
〇
〇
〇
円

褐
毛
和
種

一
頭
に
つ
き
、
二
八
五
、
〇
〇
〇
円

黒
毛
和
種
及
び
褐
毛
和
種
以
外
の
肉
専
用
種
の
品
種

一
頭
に
つ
き
、
二
〇
四
、
〇
〇
〇
円

乳
用
種
の
品
種

一
頭
に
つ
き
、
一
一
六
、
〇
〇
〇
円

肉
専
用
種
と
乳
用
種
の
交
雑
の
品
種

一
頭
に
つ
き
、
一
八
一
、
〇
〇
〇
円

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
五
十
三
号

肉
用
子
牛
生
産
安
定
等
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
五
条
第
二
項
及
び
肉
用
子
牛
生
産
安

定
等
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
三
百
四
十
七
号
）
第
二
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
肉
用
子

牛
の
合
理
化
目
標
価
格
及
び
そ
の
合
理
化
目
標
価
格
の
決
定
の
単
位
と
な
る
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
法

第
五
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

肉
用
子
牛
の
合
理
化
目
標
価
格
は
、
次
に
掲
げ
る
額
（
消
費
税
額
分
を
含
む
。）と
す
る
。

品

種

合
理
化
目
標
価
格

黒
毛
和
種

一
頭
に
つ
き
、
二
六
八
、
〇
〇
〇
円

褐
毛
和
種

一
頭
に
つ
き
、
二
四
七
、
〇
〇
〇
円

黒
毛
和
種
及
び
褐
毛
和
種
以
外
の
肉
専
用
種
の
品
種

一
頭
に
つ
き
、
一
四
二
、
〇
〇
〇
円

乳
用
種
の
品
種

一
頭
に
つ
き
、

八
三
、
〇
〇
〇
円

肉
専
用
種
と
乳
用
種
の
交
雑
の
品
種

一
頭
に
つ
き
、
一
八
三
、
〇
〇
〇
円

二

一
の
合
理
化
目
標
価
格
に
つ
い
て
の
肉
用
子
牛
生
産
安
定
等
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
条
た
だ
し
書
の
農
林
水
産

大
臣
が
別
に
定
め
る
期
間
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
六
十
九
号

電
気
工
事
士
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
四
条
第
四
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
の
養
成

施
設
と
し
て
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
の
で
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

一

名
称

多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

二

学
科

電
気
工
事
科

三

所
在
地

東
京
都
昭
島
市
東
町
三
丁
目
六
番
三
十
三
号

備
考

こ
の
指
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
四
月
以
降
に
当
該
養
成
施
設
に
入
学
し
、電
気
工
事
士
法
施
行
規
則（
昭

和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
九
十
七
号
）
第
三
条
で
定
め
る
第
二
種
電
気
工
事
士
た
る
に
必
要
な
知
識
及
び
技

能
に
関
す
る
課
程
を
修
了
し
た
者
は
、
電
気
工
事
士
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
か
ら
第
二

種
電
気
工
事
士
免
状
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
五
十
八
号

国
土
交
通
省
所
管
補
助
金
等
交
付
規
則
（
平
成
十
二
年

総
理
府
建
設
省
令
第
九
号
）
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
規

定
す
る
「
著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
非
常
災
害
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
に
別
に
定
め

る
期
日
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
、
定
め
た
の
で
告
示

す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
非
常
災
害
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
場
合
の
実
績
報
告
の
提
出
の
期
日
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

補
助
事
業
等
の
完
了
の
日
の
属
す
る
国
の
会
計
年

度
の
翌
年
度
の
二
月
末
日
ま
で
と
す
る
。

二

前
号
に
よ
り
が
た
い
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
国
土
交
通
大
臣
と
の
協
議
に
よ
り
定
め
る
期
日

ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号

次
の
信
号
符
字
を
点
附
し
た
の
で
、
船
舶
法
施
行
細
則

（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第
十
九
条
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

信
号
符
字
船
舶

番
号

船
名

点
附

年
月
日

平
成

７
Ｊ
Ｊ
Ｋ

1
4
1
4
6
8
信
濃
丸

2
4
.
2
.
2
7

７
Ｊ
Ｋ
Ｅ

1
4
1
5
3
1
さ
ん
れ
い

2
4
.
2
.
1
4

７
Ｊ
Ｋ
Ｆ

1
4
1
5
3
2
み
や
こ

2
4
.
2
.
8

７
Ｊ
Ｋ
Ｊ

1
4
1
5
4
4
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｉ
Ａ

Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

Ｓ

2
4
.
2
.
2
7

７
Ｊ
Ｋ
Ｗ

1
4
1
5
8
6
第
十
八
宮
丸

2
4
.
2
.
1
6

７
Ｊ
Ｌ
Ｄ

1
4
1
6
1
1
あ
さ
じ

2
4
.
2
.
1
4

７
Ｊ
Ｌ
Ｅ

1
4
1
5
8
8
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ

Ａ
2
4
.
2
.
2
4

Ｊ
Ｄ
3
2
5
2

1
4
1
5
2
7
い
え
し
ま

2
4
.
2
.
1
6

Ｊ
Ｄ
3
2
6
4

1
4
1
5
5
0
か
わ
ぎ
り

2
4
.
2
.
1
4

Ｊ
Ｄ
3
2
9
0

1
4
1
5
8
3
神
友
丸

2
4
.
2
.
6

Ｊ
Ｄ
3
2
9
9

1
4
1
5
9
5
第
二
十
八
嘉
廣
丸

2
4
.
2
.
3

Ｊ
Ｄ
3
3
0
0

1
4
1
5
9
6
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
Ｇ

Ａ
2
4
.
2
.
2
7

Ｊ
Ｄ
3
3
0
1

1
4
1
5
9
7
第
十
八
宝
漁
丸

2
4
.
2
.
2
7

Ｊ
Ｄ
3
3
1
0

1
4
1
6
0
9
宮
本
丸

2
4
.
2
.
1
4

Ｊ
Ｄ
3
3
1
3

1
4
1
6
1
4
熱
田
丸

2
4
.
2
.
8

Ｊ
Ｄ
3
3
1
4

1
4
1
6
1
5
第
二
霧
島
丸

2
4
.
2
.
2
2

Ｊ
Ｄ
3
3
1
8

1
4
1
6
2
3
第
三
十
八
三
晃
丸

2
4
.
2
.
2
2

Ｊ
Ｄ
3
3
2
5

1
4
1
6
3
4
が
ん
ば
ろ
う
，
日
本

2
4
.
2
.
8

Ｊ
Ｄ
3
3
2
6

1
4
1
6
3
5
幸
栄
丸

2
4
.
2
.
2

Ｊ
Ｄ
3
3
2
8

1
4
1
6
3
6
第
六
十
五
栄
宝
丸

2
4
.
2
.
2
3

Ｊ
Ｄ
3
3
5
5

1
3
6
4
9
1
第
十
八
轟
丸

2
4
.
2
.
1
4

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
六
十
号

次
の
信
号
符
字
を
取
り
消
し
た
の
で
、
船
舶
法
施
行
細

則
（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第
十
九
条

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

信
号
符
字
船
舶

番
号

船
名

取
消

年
月
日

平
成

８
Ｌ
Ｈ
Ａ

1
2
5
7
2
3
第
3
5豊
進
丸

2
4
.
2
.
2
3

Ｊ
Ｎ
Ｉ
Ｑ

1
3
1
9
5
2
Ｏ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｔ
Ｌ
Ｅ

2
4
.
2
.
2
2

Ｊ
Ｇ
4
0
1
7

1
2
1
8
0
3
お
き
か
ぜ

2
4
.
2
.
1
3

Ｊ
Ｇ
4
2
8
2

1
2
6
1
3
9
栄
興
丸

2
4
.
2
.
1
7

Ｊ
Ｇ
5
7
3
8

1
3
5
2
4
6
む
さ
し
の
丸

2
4
.
2
.
1
5

Ｊ
Ｉ
3
0
3
4

1
1
9
7
4
5
天
祐
丸

2
4
.
2
.
1
0

Ｊ
Ｉ
3
4
2
7

1
3
1
6
6
9
第
十
順
昇
丸

2
4
.
2
.
1
3

Ｊ
Ｊ
3
2
8
6

1
2
1
2
5
7
巨
田
丸

2
4
.
2
.
6

Ｊ
Ｊ
3
4
6
2

1
2
9
1
0
2
第
二
十
一
蛭
子
丸

2
4
.
2
.
2
7

Ｊ
Ｊ
3
7
1
1

1
3
2
3
5
7
喜
運
丸

2
4
.
2
.
1

Ｊ
Ｊ
3
9
2
2

1
3
4
2
3
6
錦
世
丸

2
4
.
2
.
2
0

Ｊ
Ｋ
5
2
6
7

1
3
4
0
3
4
松
浦
丸

2
4
.
2
.
1
3

Ｊ
Ｋ
5
2
9
7

1
3
4
0
5
3
秀
幸
丸

2
4
.
2
.
9

Ｊ
Ｋ
5
3
0
9

1
3
4
0
8
9
第
二
か
ず
り
ゅ
う

2
4
.
2
.
3

Ｊ
Ｌ
5
5
9
7

1
2
9
8
7
4
こ
ん
ぴ
ら
２

2
4
.
2
.
1
7

Ｊ
Ｌ
6
1
7
5

1
3
3
9
1
8
第
二
十
五
三
晃
丸

2
4
.
2
.
1
5

Ｊ
Ｍ
4
1
2
2

1
2
0
8
3
4
い
え
し
ま

2
4
.
2
.
2
1

Ｊ
Ｍ
5
6
1
4

1
2
9
4
3
8
第
二
十
七
野
村
丸

2
4
.
2
.
2
9

Ｊ
Ｍ
5
7
0
3

1
3
0
3
4
6
第
二
昭
生
丸

2
4
.
2
.
2
9

Ｊ
Ｍ
6
1
8
0

1
3
2
7
6
6
ニ
ュ
ー
高
州

2
4
.
2
.
2
7

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
八
十
号

水
路
業
務
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
路
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

一

水
路
測
量
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

神
奈
川
県
横
須
賀
市
夏
島
町
二
番
地
一
五

二

水
路
測
量
を
実
施
す
る
区
域
及
び
期
間

イ

区
域

Ë

北
緯
三
七
度
五
〇
分
、
北
緯
三
九
度
四
〇
分
、

東
経
一
四
二
度
、
東
経
一
四
六
度
一
〇
分
の
各
経

緯
度
線
で
囲
ま
れ
る
海
域
（
陸
域
を
除
く
）

ô

北
緯
三
九
度
五
〇
分
、
北
緯
四
二
度
一
〇
分
、

東
経
一
三
七
度
二
〇
分
、
東
経
一
四
〇
度
二
〇
分

の
各
経
緯
度
線
で
囲
ま
れ
る
海
域（
陸
域
を
除
く
）

ロ

期
間

平
成
二
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
五
月
十
三
日
ま
で

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
五
十
四
号

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等
暫
定
措
置
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
度
の
生
産
者
補
給
交
付
金
に
係
る
加
工
原
料
乳
の
数
量
の
最
高
限
度
と
し
て
農
林
水

産
大
臣
が
定
め
る
数
量
及
び
加
工
原
料
乳
の
補
給
金
単
価
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

生
産
者
補
給
交
付
金
に
係
る
加
工
原
料
乳
の
数
量
の
最
高
限
度
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
数
量

一
、
八
三
〇
千
ト
ン

二

加
工
原
料
乳
の
補
給
金
単
価

単

位

補
給
金
単
価

一
キ
ロ
グ
ラ
ム

一
二
・
二
〇
円
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